





















したのは昭和 42年 5月であり,その時にも久世町の性格が輸鼓され ,勝山 .落合と鼎立する存在










の中心躯商である｡戸数と人口とを親兼の作陽兼からとると,久世原村の 207畑 ･ 1,588人に対
して,勝山･落合はそれぞれ ,194畑 ,1,246人と120畑 ･6 17人であるO明治 22年で
は 926戸･4.491人に対して ,597戸 ･2.2 69人と525戸･ 2,22 4人であり,昭和40










こととによるところ大である｡ 10年 1昔を経過する間にその条件は変って来ている. しかし,こ
れを支えたものは自ら学ぼうとする熱意と御協力をいただいた受入れ側の各位のお蔭とである.
久世町についても調査期間中の 7月25日から29日まで及びその後の額後調査まで三村専治町





谷 口 澄 夫
i
米 村 昭 二l
宗 田 克 巳
卒 業 生
上 田 賢 一
高 田 正 規
山 川 靖 仁
学 生
赤 坂 英 二
宇津木 敬 子
奥 山 富 轟
風 早 弘 美
寅 安 加代子
田 中 宣 江
坪 井 都 子
難 波 貸美子
福 嶋 琢 巳
吉 田 恵 子
板 野 悦 子
小 野 優 志
東 本 進
藤 井 桂 子
孝 本 月
三 宅 克 幸
明 石 憲 子
大 田 斐 子
′｣＼ 野 栄 一
北 口 千代子
須 山 邦 二
佃 美智子
中 藤 元 彦
花 田 幸 子
守 本 一 意
吉 田 寮 代
大 口 莫栄子
柴 岡 元
樫 本 邦 光






高 田 浩 二
森 牽
岩 崎 威
大 野 瑞 枝
小 野 常 夫
児 玉 信 子
高 月 栄 子
津 下 淳 子
長 瀬 正 幸
菱 川 玲 子
山 下 滋
渡 辺 泉
大 穂 室 二
関 孝 敏




第 2茸 久世町の自然的環境 一一- --- 一一一一一一- ----一日 H H H 1--日 一一一一 10
1 地 形 ------一一一一一-一一一一--一一-一一--一一一---------一一一一一一一一-- 10
2 地 質 一一----一一一- -一一一一- I------------------一一- 一一一一一一-I11
5 水 利 一一-- - 一一一-一一一一一一一一一一一一一1--------- --一一一‥ -- -- 16
4 気 候 一一1-I---- ----------一一一-I--------------一一一一一一一-I19
第 5蛮 人 ロ 一ー一一一一ー 一一一一一1-------日 一一一一一一-------------- ---I27
第 4牽 古代 ･中世の久世 一一一- - -- - 一一- -- - - --- ---一一日 一一一- 1 55
1 条理と古代村落 一一一- - - -一一一一日 --- - 一一一一日 一一---日 日 一一一一11-55
2 退 跡 -- -- 一一1------- -- - - -- -一一一- - --日 日 一一日 1- 占0
第5章 近世宿場町としての久世 一一一一1---- --- -- --‥ 一一- - -一一一一一一日 1 65
1 代官所支配と久世町 -- - - - -- 一一- 一一一日 - -一一- 一日 一日 - 一一-- 65
2 早川代官とその治績 一一一一一- - - - -一一一一- - - - - -= - 一‥ 一一一1 72
5 宿場町として久世 1---- - - ----- --一一- - - 一一一一一一一一---- 一一一 86
1 宿場町の成立 一一日 -- 一一-一一- 一一一一一一一一一一一- 一一- ---- --一一一一一 86
ロ 宿場町の機能 --一日 一一一-- - - -I---- - - - - ----A---I----104
- 町並の復原 - 一日 -一一- - 一一一一一一一一- -- 一一一一-- 一一一一一一一一1-- 1 10
4 市場町としての久世 - ∴ - - - - 一一一一- - - 一一- 一一- 一一一一一一一--110
1 牛 市 一一一一- - - 一一一一一一一一一- ---I----------I-ll-I-一一一一一 110
ロ その他の市と特産品 --- -= --- 1---------- - - I---------- 115
第 6蟹 周辺虎村の経済棉進と戯民一機 一一一一1--- - - ---日 -一一日 一一一一一---117
1 近世の塊業と出民僧分解 -- --一一一一一一一- --一一一-一一一一一一一一日 1----- 117
2 盈民一糠の発生と経過 = 一一一--一一--- - - -一一- 一一日 一一一一一1----- 126
第 7牽 近代化-の胎動 一一-一一一一一一- - - - -- - - - - - -- --I----A147
1 封建制慶の崩壊と近代化 一一一一- - 一一- 一一一- - - - - - - - 一一一一--14 7
2 政治･教育の近代化 -- --- 一一一- - -- - -- - - - - 一一一一一一一-- 154
第 8章 交通の発達と変遷 一一一- - -- - -十 干㌻ ､-- - - - 一一- - I一一- ･ 1占7
1 河川交通 一一一一----一一一-一一- ------ -- 一一日 - - - - - 一一- --167
2 七里飛脚 --一一一一一一一一一一- 一一日 - ---･一･- -.- - - - --一一日 -I--- 175
5 道路交通 ･--I- -- - - ---- --- --I一一-- - - - - - 一一一一一- 179
4 中国縦耳自動車道 ･一日 1------------ - - -- --I一一- 一一1--- - 191
■
第 9葦 久世町の経済構造
1 農 業 一一一一一一
1 良薬の機械化 --一一-一一一一一一一一一一日 一一-- -一一----一一一一----- 一山 201
ロ 労鋤力の耕成変化 日 一一一一一一一一一- 一一一一一 一一- 一日 -一一一一一 一一一一一 209
ノ､ 施民層分解と小作争議 -一一- 一一- --- 一一一- 一日 -一一一-一一一一一- --- 214
- 典薬構造改音容薬 - -一一一--一二 一一一- -- --一一一一一一一一--- --- 240
2 畜 産 業 一･- -一一- -1------,- -一一一-一一一一- 一一一日 -- 一･一- 一一一 250
1 和牛の生産桝造 ･-- -一一一1- ------- --- --- 一日 -一一日 - --- 250
ロ 和牛の流通機構 一一- ---- -1一一一一--- -一一----- 一一一一一一一-一一一一 256
ノ､ 離農の発逐 日 一一1--- - -日 一一一-一一----一一一日 一一- 一一- -- -小 一266
5 林 菜 -- - --- ---- 一一-- ---一一一-= 一一--一一一一-一一一--一一一 281
1 山林の所有形態 -- - -- --一一一日 --一一-一日 -- 一一--一一一一一一- I 285
ロ 山林の利用形態 一一日 一一一一一一一一一一一一一一一-- 一一一一一一一一一一一一一一一一一一 295
ノ､ 林 産 物 --一一-一一日 一一一一一一一一--- 一一一- -一一一一一一一- … --I一l 500
製材某の成立と発展
4 商工弟の隆替 一一一日 - ---一一一一--- 一一- -一一一一一一一- 一一日 一一-- 一一-515
1 商業の変化 一一日 一一---H I--- ----一一一一一一一一- ---- -一一一一一--5 15
ロ 久世 とそのサービスエリア -I--~一一--~~~~~-~~---~~~~~~~-I一一--55ム
ノ､ 製糸業の成立と発展 一日 一一一--- 一一- ---- ---- -- - ---一一-1 559
- 商 = 会 - 一一1---------- ---一一一一一一一一一---一一一一- --一一一･一572
第 10車 社会構造
1 家 族
(-) 焦尾の家族 一一一一一日 一日 一一一-- 一一一一一一- 一一一一一日 一一-- - - 一一一一581
⊂-)余野の家族 -一一一- -一一- -一一一一一日 一一----- -- ---一一一一一- - 4 14
2 同族と親族 一一一一一-- - 一一一‥ 一一一-- - ---- -一一日 一一- 一一-一一一一一445
第 11章 宗教と民俗 -I-------- --- -日 -- -一一- --- --- ---- --I 48 1
1 宗 教 一一一一一一-一一一日 一一-一一-- --一一一一-一一一一一- ---- -------48 1
1 祭柁組織 -- -- -- --- --- - - - 一一一- -- - --- ---- --･48 1
ロ 明治以後の宗教 -･1----------日 一一一-一一一一日 一一一------一一一-----495
2 民 家 --I-一日 一一一- -------一一一一一----- -- ---- 一一一一一一一552
1 年中行串 1--日 一一一一一一- --1一一一一一一一一1--------- ---- --- - 555
ロ 冠婚葬祭
- 民 家
第 12牽 教 育 ~-- -- 一一一一一一一一一一--一一- ‥ -- 一一一----- 一一一一日 560
第 15輩 久世町の未来像 596
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分 昭 和 5 0 年 昭 和 5 5 年 昭 和 4 0 年
人 口 12.702 ll,756 12,544
世 帯 数 2.809 2.645 2.751
産莱刺従者数 # # 5,049 2,686 2,442
林 英 186 151 112
漁 薬 17 4 0
鉱 業 5 7 0
建 設 業 261 27占 295
製 造 業 627 699 1.580
卸 ′J､ 売 薬 884 966 745
金 融 業 84 66 占9
運 輸 通 信 菜 227 288 281
サ ー ビ ス 典 567 655 892
公 務 ー50 ー55 138
そ の 他 5 0 0
別表② 第一次産業と第二次,第三次産業との比率
∃_～ ※ さ ＼ ∴
(loo帝)昭和50年 55年 40年
別表③ 農 家 数
総 数 専 業 寮 一 種 兼 業 第 二 種 兼 薬
55 年 1,254 58(】 598 278
一･2--
別表④ 経営耕地広狭別姓家数
55年 1,254 555 5l占 159 18 1
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9年,北条腺は岡山県に合併し. 22年 6月 1日.村制実施の際.久世 ･中島.多田.
鍋屋 ･三坂･山久世の各村が合併して大庭郡久世村となD.草加部 ･惣･神 .宮尾の各軸 l･
合併して真島郡川南村となったOその後, 29年久世村は町制を虎行して久世町とな9,
55年 4月1日共島郡と大庭郡が合併して兵庭都とをD.選 54年 4月1B.山久世地区と
分離して-宮村(後の勝山町)に編入した｡
その後･ 57年 6月 1日･久世町と川南村が合併まで続いたのである｡
r2) 美 和 村






領となった｡翌 日 年目木村を分別して目木上村を設催した｡享保 12年幕府直韓領とをD,
久世代官所の所属とな-つたが.文化 14年.再び津山藩主の所領とそった｡寛政 8年神上村
を鴻殖村と改め,同 12年三崎河原村を分割して中原村を新たに設置した｡
明治に入9. 4年7凡 廃藩僅県によ9帝山県に属し.同年 11月北条県と夜-たo里 5
年8月 17日日木上村と自木村が合併して呂木村とをD.三崎河原村と中原村が合併して三
崎河原村とをD.また樫村東谷と同西谷･特碑村が合併して樫村とを1た｡ 9屯 北条県は
岡山県に合併した. 15年 4月28日樫村が分割され.樫東村と樫西村となった｡里 14年
9月2乱 三崎河原村を廃して三崎村･中原村が設けられた. 22年 6月 1E].町村制実施
の際.樫兎 樫酉.余野上.余野下の四村が合併して樫野村を置き,白木 ･台金屋･三崎･




をいため一それは不可能なので.その中よb明治 57年の久世町と川南札 昭和 50年の久
世町と美和村の合併をそれぞれ調べてみよ5と患う｡
ロ 明治 57年の合併
















明治 57年 6月 1日の合併に至ったのかや科が全くなくて不明なのが残念である.
-7-･
ノ､ 昭和50年の合併




が起ったため,その解決策として真庭郡南部8ケ町村(美川村 ･津田村 ･木山村 ･落合町 ･
川東村 ･河内村 ･久世町 ･美和村 )が合併して市制をひいたらどうかという案が出され,昭




ックにわかれて合併を進めることになった.昭和 29年 9月 18日,久世ブロックは合併協
議合と括成して合併の促進に努めたが,落合プロ･,クの一部地区,いわゆる落合町北部地区




未解決のまま,昭和 50年 1月 1日,新落合町の発足となった｡
ここにおいて,久世ブロック町村合併協議を進めることにな9, 5月8日専門部第-,第三
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写真⑤ 泉 の 宙 水
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河 川 名 取水 聴教 他 7取面凍La I 河 川 名 取 水胎教 傭瀞面 潜也
旭 川 5 151.0 大 下 川 2 1T.8
目 木 川 25 159.1 鼎 尾 川 2 不 明
宿 川 7 110 三 坂 川 27 64.7
余 川 25 59_0 ′J､ 谷 川 18 &1
た め 池 総 数 確 概 面額(也)







も共通の便札 利益としてあげ られよう｡ これら/｣､他叔面横 とは反対に 10Ja以上のものも6




















































/ 均気温も久世は 15.8℃,津山は 14.1-℃.岡山が 15･1-Cで,やは9久世は岡山よ9も
1.5℃とわずかであるが低く,瀬戸内エPも作北の方が,そして津山よDも久世の方が政艶
である｡また日較差をみると,冬期の 12月 ･1月に卦いては久世エ9も岡山の方がわずか
0.5℃目敏差が大きいが,しかし差が最大の4月 ･5月の春は久世の方が 1･4℃～ 212℃も
大きいO年平均をみても口.8℃久世の方が大きい｡ このことは山に田ずれている久世地方は
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夢 Ⅳ 図














最も日の長いのJji6月～ 7月であるが,日照の多いのは 7月下旬～ 8月下旬であD,特に 8
月上旬(10間 )では久世は 7614時間, 1日の点高は 12時間の日照がある｡反対に痕も
少ない時期は日の短かい 12月～ 1月であるが,もう少し短かく旬別にみると久世の場合,
12月上 ･中 ･下旬 ･1月上 ･中.下旬のいずれも50- 55時間であるの忙対し, 7月の












しV'発生密みるととができる｡ この霧は9月～ 11月の秋期に最 も多く,次いで5月, 4月
にみられ,最高視程 6･Dmの朝もあ9,消去吐 11時近いことも珍らしV,ことではをいそう
である｡発生時刻は秋期の癌は午前 占時前後に.春期のは午前 0時頃に多く発生する.そし
て発生日の気凄状況は, 1)日中から翌朝の最高最低の温度差(-目敏差 )が 12℃以上の
-21-

















第 1表 久世気象台月報 (昭和 4 1年 )
月 気 温 ℃ 天 候 ｡現 象 日数 雨 ii-平 均 最 高 般 低 快 冊 負 雨 冒 # 満 括
1 0.? A.0-4.5 5 25 7 15 7 17 24 58
2 5.9 10.2-乙5 5 17 10 7 a 9 15 104
5 a.o 12.4 0.8 2 20 1d 4 4 7 1 215
4 ll.7 17.9 5.4 7 19 1占 0 0 4 5 95
5 15,0 21.9 81 10 18 14 □ 9 1 0211
占 20.0 25.8 14.9 1 25 18 0 5 00505
7 24.0 29.1 188. 2 2占 15 0 5 0 0 155
8 2占.9 51.5 22.4 7 22 14 0 0 0 0 65
9 21.5 2占.1 1占.8 4 25 1占 ∩ 7 0 0505
10 15.8 21.2 10.0 5 25 12 019 0 0101
ll 8.? 14.4 5.1 1 28 9 5 1占 7 5 59
12 2.8 7.6-2,D 1 27i lo 9 12 18 19 84
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二郎 鋸 月刊電色数し琳 †Li)
第Ⅱ表 季 節 の 早 晩
- 久世 千句和 取
戒 の 初 終 日 雪 の 初 終 日
初 I k l 初 終
久 世 11月 5日 5月12日 11月21日 5月50日
津 山 11月1dE] 4月20日 l11月21日 5月50日
(昭和 41年 )
霜 の 初 終 日 雷 の 初 終 日
初 終 初 終
久 世 10月 51日 4月 26日 11月 50日 4月 11日
津 山 ll 5 5 2 12 2 5 20
(10ケ年平均 )
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第 5章 人 口
共産君u久世町の人口は.昭和 40年 (1965句 の国勢調査VCよれば総人口は 11.715人
であるC'その内訳は,男 5･225^ vc対して女 6,492^となっておD女性の方が 1.269^多
く.女性 100^vc対する男の割合は8 0^ とかをb低い数字脅示している｡^口 11.715人





人であったo世帯数は約 1.960戸 (推感 であったO これが 45年後の昭和 40年 (
1965年)vcかいては人口で 11.715人 世帯数は 2.726戸-と各々増加している｡
各々の増加の割合は,人口VCおいて 2,860人 5215多を示 し,世帯数vcかいては 769
p-. 54.2%とともvC5D%の以上の増加夜示している｡この人ロVCおける増加率は,第 1
図か らもわかるよDVC,この 45年間の岡山県の^ロの増加率 55.1%vE比べるとさして低
い数字ではないが, 日本全体の増加率が. 77.4%であることを考えると,その-t以下の増
加率しか示していないことVCなるo Lかも,人口増加の様子も同一ではなく,各時代vcよD
第 1表 久世 町 vcおけ る人 口変化
世 帯 数 ^口掩蔽 男 女
1920年 ※ 1,957戸 8,855^ ※ 4.451人 ※ 4.404人
1925年 2.054 ?.145 41500 4.465
1958年 2.099 1D.074 4.708 5.276
1955年 2,120 10,占47 4.954 5.占95
1940年 乙094 10.7占9 5.058 5.751
1947年 2.719 1乙207 占.244 6,965
1950年 2,615 13.CId5 i,510 6,755
1955年 2.409 12.702 8.128 i,582
lP60* 2.645 ll.735 5.585 6,152
1965年 2.726 ll.715 5.225 8,492
127-
















1920 1925 1950 1955 1940 1947 1950 1955 19占0 19占5
三者各 異々なった形を示しているC,久世町にかいてほ, この 45年間に5214%の^口増加
を示 してvlるが, これを年間平均増加率はするとO･72%となるOそれもこの期間の人口は
均等に伸びたのではなく.時代vcよる変化があることが解る｡それは人口増加から減少そ し
て低常という動きを示しているoその第 1の変換点は, 1947年 (昭和 22年)であるO
第 1次大戦僕の大正 9年 (1920年)から昭和 15年 (1940年)vcかけては,世帯
数vcかvlては大きを変化はないが人口VCかいては一貸して増加 してVlる｡この 20年間の増
加率は21.4帝を示 してお9.岡山族との人口増加率をLのぎ, 日本全体の増加峯の÷ とかを
b高い割合を示 してVlるp との時期の三者にこのよ)を差があるのは何故であろ)かO この




と勇の597人 (1312%の増加)の約2倍を示 しているO この数字は出生数の差VEしては
大きすぎ,男vcかいては,労働者としての流出が存在していたことを示す ものと考えられる｡











LかL,その後は昭和22年 (1947喝 の 1五207人を頂点として昭和 55年
































久也 台金亀 多田の三地区に過ぎずi他の地区は明らかを人口淑少を示 しているo
顔2襲- 1 地区別人口数変化 (統計)
地 区 名 昭和30年 昭和55年 昭和40年
宮 尾 35李 人558 5^
秤 9 0 0
草 加 部 i,152 918 852
惣 dos 576 578
中 島 565 500 254
久 世 5.448 5.2占0 5.751
玩 558 521 272
鍋 屋 28占 511 271
多 田 505 288 555
台 金 屋 522 554 545
崎 590 545 502
中 原 4ー4 15占 121
目 木 1,ロ51 944 924
樫 酉 888 785 680
樫 東 297 245 210
余 野 上 577 527 245
余 野 下 576 291 2占7
第2買- 2 地区別人口数変化 (統計)指数
奮 尾 100 95 87
秤 100 D 0
草 加 部 100 81 75
惣 100 95 95
中 島 100 82 64
久 世 100 97 108
坂 108 90 7占
鍋 屋 100 189 95
多 田 180 94 114
台 金 屋 100 111 107
崎 100 88 77
中 原 100 94 84
目 木 100 90 88
樫 酉 10D 89 77
樫 乗 100 82 71
余 野 上 100 87 dS
余 野 下 100 77 71
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^口増加を示 している地区vcかV,ても.男の増加蒔vc対して女の増加率は高く.久世vcか
いて.男が 5.5% (142^ )の減少i:示しているのVC対し,女は 15･5飾 (445^ )め
増加を示 してお9.台金屋においては 1･8% (5^)の増加vC対して lL8% (18人),
多田vEかV,ては 9･7% (15人) に対 して2i5% (55人)と高い増加率を示 しているO
弟 2弄-5 地区別^口変化 (男)
地 区 名 昭和50年 昭和 55年 昭和40年
吉 尾 A A 人185 175 157
神 5 0 G
草 加 部 552 440 405
惣 295 269 264
中 島 178 148 108
久 世 2.541 2,429 2599
坂 185 lid 155
鍋 屋 159 148 120
多 田 155 141 170
台 金 屋 1占8 184 171
崎 184 154 157
中 原 74 占8 59
目 木 50` 455 420
樫 啓 450 595 528
埋 東 159 116 108
余 野 上 179 156 118
余 野 下 189 145 124
計 占.120 5.585 5.225
奔 2弄- 4 地区別人口変化 (男)指数
地 区 名 昭和50年 昭和 55年 昭和40年
宮 尾 100 95 86
神 100 0 0
草 加 部 100 80 75
惣 100 91 89
中 島 100 85 61
久 世 100 9占 94
敬 106 91 75
鍋 屋 180 10占 8占
多 田 100 91 110
台 金 屋 100 110 102
崎 100 84 74
中 原 108 92 80
目 木 100 90 85
樫 酉 100 87 72
樫 東 100 85 78
余 野 上 100 87 占占
余 野 下 100 76 占7
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その他 鍋鼠 惣VCかV,ても男が淑少しているのVC対し女は淑少を示 してvlをいOとのよD
vc^ 口の増加 してVlる地区は5地区であるが.性別VC見える男 2月を区vc対 して女 5地区とを
I,ているOとのよ9忙女性の増加した地区が多いのけ郡長製糸の進出VCよるものであるo L
第2弄-5 地区別^口数変化 (女)
地 区 別 昭和50年 昭和55年 昭和 40年
宮 尾 174 145 155
神 4 0 0
草 加 部 580 47占 447
放 510 507 514
中 島島 187 154 126
久 世 2.907 2.851 5,552
坂 175 155 159
鍋 屋 147 165 151
多 田 150 147 185
台 金 星 154 172 172
崎 20占 189 1占5
中 原 70 68 占2
目 木 545 489 504
種 菌 450 5?2 552
樫 東 158 127 102
余 野 上 198 171 125
余 野 下 187 148 141
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第 2表-d 地区別人口変化 (女)指数
地 区 名 昭和50年 昭和55年 昭和40年
宮 尾 100 95 89
秤 100 0 0
草 加 部 108 82 77
惣 100 99 101
中 島 100 85 67
久 世 100 97 115
坂 100 89 80
鍋 屋 100 111 105
多 田 100 98 125
台 金 屋 100 112 112
崎 100 92 80
中 原 100 97 89
目 木 100 98 92
樫 酉 100 91 82
樫 東 100 80 d5
余 野 上 100 86 65




第 2表- 7 地区別世帯数変化
地 区 名 昭和50年 昭和55年 昭和40年
宮 尾 戸 戸 戸70 占7 占7
秤 2 0 8
草 加 部 211 182 194
惣 155 158 142
中 島 67 62 58
久 世 1,218 1,286 1.551
敬 88 占2 55
銅 屋 72 85 79
多 田 64 61 94
台 金 屋 dd- 82 84
崎 89 65 占0
中 原 25 24 24
目 木 191 191 193
樫 酉 159 180 155
樫 栗 55 48 47
余 野 上 77 74 80
余 野 下 75 82 65
第 2弄-8 地区別世帯数変化 指数
地 区 名 昭和50年 昭和55年 昭和40年
宮 尾 1〔=〕 96 9占
神 100 0 0
草 加 部 100 86 95
憩 100 104 107
中 島 100 95 87
久 世 100 106 111
坂 100 105 92
鶴 屋 100 115 一′110
多 田 100 95 147
台 金 星 100 124 127
崎 100 91 87
中 原 100 96 98
白 木 100 100 101
橿 酉 100 101 96
樫 東 100 91 89
余 野 上 100 98 77
余 野 下 100 85 86
計 10(1 181 104
らではをく世帯数の増加からも考え られることであるO
これVC対 して^口が減少している地区は.神の全見離村を薮頭として中島の 55.9%か ら
軌 鍋島の 4.5帝まで 14地主と久世町の大半をし軌 軌 鍋屋を除いてはいずれも10%
以上の高V)淑少率を示しているo言vl換えれば久世.多孔 合金鼠 軌 納屋の 5地区の増
- 55-
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第5表 女性 100^ VC対する男の変化
地 区 削 昭和 50年 昭和55年 昭部 40年
L.iLT EEI 人 人 人105 105 101
秤 125 - -
草 加 鮎 95 92 90
惣 95 88 84
中 島 95 97 84
久 世 89 8占 72
玩 1□5 107 9占
鍋 屋 95 91 89
多 田 105 9占 92
台 金 屋 109 107 100
崎 89 81 85
中 原 1Od 100 95
目 木 92 ･1'5 85
樫 酉 104 1(】D 95
樫 東 88 91 108
余 野 上 90 91 94
余 野 下 101 97 89























95^ か ら昭和 40年の 80^- と著 しい汝少を示 しているO昭和 40年vcおいて90^以
上の数字を示すのは昭和 50年の 14地区 (神を除く)か ら. 9地区へ減少し 100人を
越すのはわずかVC5地区のみであるOとの19な数字の淑少qL 願 ロ55年か ら昭和40年










他の地域 との結び付きを見る為vc, 昭和 5占年 (19占1年)から昭和 41年 (1987
年)への 4年間について.久世町内から聴出した者の転出兎 久世町へ転入 した者の前任地
免まとめたものが次の第4表である0
第 4覇-1 転 出 者 転 出 地
昭禾u54年 昭和57年 昭和58年 昭和59年 昭和40年 昭和41年 音十
北 海 道 1 1
青 森
岩 手 I
宮 城 5 ー 5
秋 口_ 2 2 4
山 形
福 島 1 1
茨 城 2 1 5
栃 木 2 2
群 馬 1 1 2 4
埼 玉 1 1 2 4
千 葉 1 2 1. 2 1 7
東 京 44 55 54 57 27 50 205
神 素 川 7 ll 4 10 5 7 42
新 潟
結 uJ
石 川 1 1
福 井 1 1 1 1 4
山 梨 1 1 2
長 野 1 1 2
岐 阜 1 1 1 2 1 占
静 岡 2 2 5 1 2 10
愛 知 9 18 15 8 5 7 52
重 1 2 5 2 2 18
滋 賀 1 2 1 2 5 5 12
京 都 45 29 25 29 25 18′ 189
大 阪 174 190 202 152 147 148 1.01｢5
- 5占-
昭和5d年 昭和57年 研 ロ58年 昭和59年 昭和40年 昭和41年 ! 計
奈 良 2 7 2 4 9! 4I 28
和 歌 山 5 5 2 1D
鳥 取 19 I A 25 12 1占 14 94
島 根 7 4 14 12 14 8 59
岡 山 255 291 554 582 559 555 1,952
広 島 24 57l 29 58 2占 40 194
山 口 2 4 5 5 8 8 50
徳 島 1 1 2
香 川 2 5 5 7 8 5l 28
# # 7 2 2 2 2 15
高 知 1 1
福 岡 1 5 5 2 2 4 15
佐 賀 1 1
長 崎 2 1 5
熊 本
大 分 1 1 8 14 24
宮 崎
鹿 児 島 4 1 5
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転 入 者 前 任 地
第 4表- 2
昭和5占年 昭和57年 昭和58年 昭和59年 昭和40年 昭和41年 計
北 海 i瓦 5 1 1 7
青 森 1 1
岩 手
宮 城 1 2 5
秋 田 1 2 2 1 占
山 形
福 島 15 4 1 18
茨 城 1 1
栃 木 1 1
群 馬 5 5 2 12
埼 玉 1 4 1 2 8
千 葉 1 4 1 i
東 京 ll 15 15 9 21 15 84
神 奈 川 1 4 7 1 2 15
新 帝 7 1 8
ir LIJ J
石 川
福 井 - ー 1 2
山 梨 1 2 1 4l
長 野 1 1
肢 阜 2 1 1 1 4 9
静 岡 1 5 4
愛 知 5 2 1 占 2 2 18
塞 1 4 2 7
滋 賀 l 1 2 5
京 都 121 20 25 19 2(～ 7 218
大 阪 42 i 47 4d 65 L 8d 79 ; 364
昭牙ロ56年 昭和57年 昭和3 昭和59年 昭和40年 昭和41年 ･計
荒 艮 7 5 1 a 17
和 歌 山 1 2 1 2 占
鳥 取 9 17 18 14 25 15 96
島 根 4 28 27 12 15 17 10ー
岡 山 570 451 47d 554 587 564 2,582
広 島 19 16 52 27 55 29 156
山 口 5 ll 16 4 56
徳 島 1 5 4
香 川 11 5 9 4 1 18
変 媛 2 5 ? 9
高 知 1 1 2 4
福 岡 2 1 a 9
佐 賀 5 5
長 崎 1 2 5 1 7
熊 本 1 1
大 分 4 55 19 29 69 44 198
宮 崎 1 1 1 5
鹿 児 島 1 5 l 1 1 5
不 詳 14l 7 9 1 55
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この 6年間vE久世町から転出した者は粍政で4.507^ .毎年 700^から800^ が久
世町か ら他の町村へ転出してかb.逆に久世町へ転入 した者は輪数で4.154∧.毎年
占00^ か ら750^ が久世町へ他の町村か ら転入してか9555^ の転出超過となってい





転出していく^ が々単なる出穆 き◆的性格を持っのではなく,恒常労働者 として大阪にとどせ
ることを示すものである｡このことは大阪vc限らず兵庫 (1.9倍)東京 (2.5倍)数は少な
くなるが神票川 (2.8倍)愛知 (3.5倍)と大都市を含む府県VCおいて共通に見られる現象













第 桑であるo これは昭和 56年,昭和 40年.昭和 41年の各年vcついて.男女別の転出
先,前任地を府煉別VC.岡山県内vEついては市町村別vcまとめたものであるO昭和 56年,
昭和40年.昭和 41年の転入者が= 5^ . 755人 655^ であるのVC対 して.転出
者は702^ ,717人.751人て珍b.各々57人の淑少. 55^ の増加 9占^ の減少と在って
いるO昭和 40年において増加してV,るのは,転入者が 755^と前後年vc比べて各々 160
人 1a0人ときわめて高くをっている為でも. この年vcかいて転入者が急増した理由はさ
だかで夜いoこの5年の男女それぞれの変化膏をがめると.転出.転入ともVC女が男を上7E
わっているo Lかし昭和5占年の県外菰Et5着V._おV,て.男が247^ と女の2D2^ よDも
留任にたっているO これは･ この時期の出稼 ぎ的労働は男によってその大部分膏朗 なゝえた
こともあるがあろうOが｣労働者としての出稼 ぎ期間が長期にわたることの多い県外vcおい
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昭和 3 6年 男女 別 転 出先. 前任 地 (府 腺別 )
第 5慕 - 1
Il 前 任 地 転 出 先
l 棒 針 l 男 女 株 数 男 女
北 海 道 5 5 2
-甘 森 1 1
茨 城 2 2
埼 玉 1 1
千 葉 1 1
東 京 ll 2 9 44 28 1占
神 素 川 1 1 7 4 5
新 潟 7 4 3
山 梨 1 1
岐 阜 2 2 1 1
静 岡 1 1
愛 知 5 5 9 4 5
塞 1 1
滋 賀 1 1
京 都 121 25 98 45 14 31
大 阪 42 20 22 17占 9占 80
兵 庫 4占 25 23 91 54 57
# & 2 2
和 歌 山 1 1 5 1 2
.鳥 取 9 I 7 2 19 10 9
島 ' 根 4 5 1 7 5 2
岡 山 570 157 213 255 107 14占
広 島 19 14 5 . 24 14 i 10
Lu ロ 2 1 1
香 川 1 1 2 1 1
愛 媛 7 4 5
高 知 1 II I
福 岡 1 1
大 分 4 5 1
鹿 児 島 5 2 1 4 4
不 詳 llI 10 1
445I 280 585 702 l 554 548
昭和 4 0年 男女別 転 出先. 前任 地 (府 県別 )
第 5葬- 2
前 任 地 転 出 先
総 計 l 男 女 総 計 男 1 女
北 海 道 1 1 1 1
宮 城 5 1 2
秋 田 2 2 2 2
福 島 1 1
群 馬 5 2 5
千 乗 4 5 1 2 1 1
東 京 21 15 6 27 15 12
神 奈 川 2 2 5 5
福 井 1 1
山 梨 2 1 1 1 1
岐 阜 1 1 21 1 1静 岡
愛 知 2 2 3 2 1
塞 4 1 5 2 1 1
滋 賀 2 2 5 5
京 都 26 18 8 25 10 15
大 阪 86 52 54 147 69 78
兵 庫 50 28 22 59 27 52
奈 良 1 1 9 2 7
和 歌 山 1 1
鳥 取 25 13 1ロ 16 4 12
払 横 15 A 7 14 5 ll
甲 山 587 155 254 559 150 209
.広 ~ 島 55 T 10 25 一 26 9 17
山 口 4 2 2 8 4 4
徳 島 1 1 1 1
% JJ 4 5 1 8 8
愛` 嬢 5 5 2 1 1
高 知 1 1
福 岡 1 1 2 1 1
佐 賀 1 1
長 崎 5 1 2 1 1
大 分 69 ム9 8 8
計 755 500 455 1 717 298 419
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昭和 4 1年男女別 転 出先. 前任先 (府 県別)
舞 5罪- 5
新 任 地 転 出 先
総 計 一 男 女 稔 計 男 女
秋 田 1 1
群 馬 2 1 1
埼 玉 2 2 2 1 1
千 乗 1 1 1 1
東 京 15 7 8 50 17 15
神 奈 川 7 4 5
福 井 1 1 1 1
山 梨 1 I
長 野 1 1l
岐 阜 4 2 2 1 1
静 岡 2 1 1
愛 知 2 1 1 7 5 4
塞 2 2
滋 賀 2 2 1
京 都 7 5 2 18 18 8
大 阪 79 59 40 148 44 84
兵 庫 41 28 21 95 51 42
奈 良 i 4 2 4 2 2
和 歌 山 2 1 1 2 2
鳥 取 15 J 占 9 1占 占 10
･島 根 17 7 10 8 5 5
岡 山 564 141 223 555 128 205
広 島 29 17 12 40 19 21
山 口 8 4 4
億 昆 5 1 2 1 ー
香 川 1 1 5 5
愛 媛 2 1 I 2 1 1
高 知 2 1 1
福 岡 A 4 2 4 2 2
佐 賀 5 1 2
長 崎 1 1
大 分 44 1 I 45 14 14
宮 崎 1 1 14
鹿 児 島 1 1
昭和 5 占年男女別 転 出先. 前任 地 (岡山県 内)
第 5弄- 4
前 任 地 転 出 先
t 統 計 負 女 統 計 男 女
岡 山 市 54 28 26 占9 52 57
倉 敷 市 27 4 25 l 24 10 14
津 山 市 59 25 1占 55 27 28
玉 野 市 2 1 1 4 4
西大寺 市 5 5 2 2
総 社 市 2 1 1
新 見 市 21 9 12 10 5 7
礎 部 町. 2 2
加茂川 町 4 2 2 1 1
酔 高 町 1 1 2 1 1
山 陽 町 1 1
瀬 戸 町 4 1 5
備 前 町 5 1 2
日 生 町 1 1 1
上 逼 町 1 l l
灘 崎 町 I 2 1 1
矢 掛 町 1 1
高 松 町 4 2 2
北 房 町 5 1 2 2 2
｣目 上 町 1 1 占 5 5
大 佐 町 7 1 6
哲 西 町 2 1 1
落 合 町 79 55 4占 17 ･5 14
勝 山 町 4ム 25 23 25 9 14
静 原 町 15 4 9 8 4 4
美 甘 村 7 4 5 I
新 庄 村 2 1 1 F 1 1
八 束 村 5 1 2 1 1
中和村 5 5 2
- diI
前 任 地 転 出 先
総 苦十 男 l 女 挺 百十 男 女
加 茂 町 2 2
津 町 1 1
古 村 9 5 4
阿 波 村 1 1
勝 央 町 1 1
勝 田 町 2 1 1
素 義 打 1 1
美 作 町 1 1
大 原 町 1 1
旭 町 5 1 2
久米 両町 1 1
中 央 町 1 1 1 1
久 米 町 10 4 占 2 2
柵 原 町 4 2 2 2 2
-LI5-
昭和 4 ロ年男女別. 転出先. 前任 地 (岡LU県)
第 5葬-5
前 任 地 l 転 出 先
棒 計 男 女 l l挺 計 一 男 女
岡 山 市 52 17 15 dO 52 28
倉 敷 市 と 1占 7 9 27 15 14
紗 LU 市 59 14 25 占0 19 41
玉 野 市 占 2 4
笠 岡 市 1 1
西大 寺市 5 2 1 2 1 1
総 社 市 1 1
高 梁 市 4 2 2 1 1
新 見 市 8 5 5 1占 9 7
建 部 町 8 5 5
加茂川 町 5 1 2
津 高 町 4 2 2
熊 山 町 2 2 1 1
吉 永 町 2 1 1
佐 伯 町 1 1
三 石 町 1 1
牛 窟 町 1 1
長 船 町 1 1
妹 尾 町 1 1
茶 屋 町 1 1
吉 備 町 5 4 1
庄 村 1 1
矢 掛 町 1 1
昭 和 町 5 5 2
高 松 町 2 2
足 守 町 1 1
北 房 町 A 2 4 2 2
賀 陽 町 7 5 4
川 上 灯 1 1
成 羽 町 4 5 1
備 中 町 10 7 5
大 佐 町 7 2 5 1 1
哲 多 町 1 1
神 郷 町 1 1
落 合 町 85 24 5占 52 5 27
-4占 -
前 任 地 転 出 先
総 計 勇 女 臨 計 罪 女
温 原 町 15 2 1古 占 占
美 甘 村 5 5 2 4 5 1
新 庄 村 5 2 5
川 上 村 5 5 1 1
八 束 村 4 1 5 2 1 1
鏡 野 町 5 1 一 4 4
加 茂 町 1 1
奥 津 町 4 4 5 2 5
上 1 1
古 村 17 d ll 15 9 4
勝 央 町 5 5 2 1 1
防 北 町 . 2 1 1 5 2 1
奈 義 町 1 1
美 作 q-i ll 4 7 4 1 5
作 東 町 2 2
大 原 町 5 1 4
西粟 倉 村 1 1
旭 町 占 1 5 2 1 1
中 央 町 1 ; 1I
久 木 町 7 ー 1 2 4 l d A
桐 原 町 . 7 1 2 S i 5 5 2
_･.47-
昭和 4 1年男 女 別. 屯'出先. 前任 地 (岡山 県)
第 5零- a
前 任 地 転 出 先
株 数 l 男 女 総 数 [ 男 女
岡 山 市 51 25 28 61 28 55
倉 敷 市 24 15 ll 25 14 9
津 山 市 42 15 29 41 17 24
玉 野 市 8 4 4 10 9 1
簡 大寺 市 1 1 1 1
井 原 市 4 1 5 1 1
総 社 市 1 1 2 1 1
高 梁 市 5 2 1 1 1
新 見 市 ll 占 5 12 d d
御 津 町 1 1
建 部 町 1 1 1 1
加 茂 川 町 2 2
瀬 戸 町 1 1 4 2 2
和 気 町 - 4 2 2
備 前 町 7 5 4
澄 崎 町 5 2 1
早 島 町 1 1
茶 屋 町 1 1
吉 備 町 1 1 1 1
庄 村 1 1
美 星 町 1 1 1 1
北 房 町 5 1 2 2 1 1
賀 陽 町 1 1
川 上 灯 1 1
成 羽 町 5 1 5
備 中 町 1 1 4 2 2
大 佐 町 7 1 占 5 5
哲 多 町 2 1 1
哲 西 町 5 2 1
落 合 町 dO 19 41 48 12 58
勝 山 町 42 15 27 55 9 28
務 原 町 17 さ 14 A 1 5
莫 甘 村 8 2 a 5 5
新 庄 村 5 1 2 2 1 1
川 上 村 5 5 2
八 束 村 6 5 5 ll 5｢一丁
- 48-
'前 任 地 転 出 先
株 数 男 女 稔 故 i 男 女
中 和 村 2 1 1
鏡 野 町 8 2 占 5 2 5
加 茂 町 5 1 2
奥 津 町 7 5 さ 5 5
上斎原 村 1 1
古 村 7 5 4 A 2 4
勝 央 町 1 1
勝 北 町 4 1 5
頁 義 町 1 1 2 2
美 作 町 1 1 4 2 2
作 東 町 2 1 1 1 1
英 田 町 2 1 1
旭 町 5 2 5 2 2
久木両 町 1 1 王 2 I
中 央 町 1 1
久 木 町 占 d 8 8







59,2%)をしめる大阪であD.京執 大阪.兵庫の合計は512人 (44･9乳 占9･5%)
となb県内転出者 (255^ 56%)よDも多くなっているO これvc対して京浜地区
(7.4%.11.占%)中京地区 (1.5%.2､0%)は少なく.久世町においが京阪神地区と
















ず京阪神地区が多いのは.転出した人々の帰郷vcよるものと思われるo しか し. 同一地区か









第 4表- 1 年令別 転 出転入者 (昭和 5 占年)
転 入 者 転 出 者
総 ~数 罪 女 a- # 男 女
# ' # dd5 280 385 70 2 554 548
o～ 4才 44 24 28 55 15 22
5～ 9 52 19 15 52 19 15
10- 14 47 2 4 25 57 16 21
15- 19 155 55 118 201 188 95
20- 24 162 55 109 185 88 95
25～ 29 95 45 58 82 42 4D
50-54 42 2d ー 占 55 21 12
55- 59 55 18 15 2 8 15 15
40,-44 15 9 占 15 7 占
45～ 49 14 9 7 19 10 9
50- 54 i 4 2 14 5 9
55～ 59 8 占 2 10 5 5
占0～ 占4 ロ 8 0 5 2 1
d S以上 12 8 4 12 5 7
これは昭和56年.昭和 40年.昭和 41年の三年の転出者.転入者数を5才段楯で示し
たものであるれ 一宮でいえば若年労働者の流出を示している｡この三年VCおける転出者の







上の転出は各年155^ (18.9御 . 154∧ (20･0%). 149人 (19･8多)とも
にその割合は特VC高くはをいが.若和層の流出と共PCその影響は大きい｡
- 51-
第 4栄一 2 年 令 別転 入者 転 出者 (昭和 40年)
転 入 者 伝 出 者
総 数 男 女 総 数 男 l 女
総 数 755 SO D 455 717 2981 419
0--4才 55 17 18 19 ll 8
55一一9 50 18 14 16 8 8
10～ 14 24 12 12 27 15 14
15～ 1? 290 占4 226 2451 12° 119
20～ 24 145 59 84 201 42 159
25～ 29 75 57 56 75 51 42
50～ 54 54 21 15 57 18 19
55～ 59 45 27 18 50 15 15
4D～ 44 24 12 12 25 15 10
45～ 49 12 A i 15 7 a
5t]～ 54l 15 15 2 7 5 2
55～ 59 10 5 5 8 5 5
60～ 64 6 4 2 6 5 5
6 5以上 14 7 7 10 1 9
第 4表-5 年令 別 転入者 転出者 (昭 和 4 1年)
転 入 者 転 出 者
桁 数 男 女 総 数 男 女
総 数 455 2占5 590 751 525 424
8- 4才 58 22 16 55 14 19
5- 9 27 15 14 18 ll 7
10～ 14 15 i 9 29 15 14
15- 19 207 52 155 272 128 14占
20一一24 149 55 96 175 50 125
25～29 75 54 41 75 27 48
50- 54 47 27 20 42 25 17
55～59 40 24 16 510 16 14
40- 44 15 9 a 22 12 10
45～ 49 ll 占 5 15 10 5
50～ 54 7 4 5 15 6 9
55- 59 5 2 5 15` 占 7
do～ 64 7 5 2 5 2 1
- 52-
転入者vcぉいても若年層の転入が数の上では多いが (各年 515^ (47･4%) 552^





O ま と め
以上述べてきたことをまとめると.久世町の^口は第 2次大戦までは増加を続けてきたが.





















第 2弄 第 2図.第 5弄
国勢調査集計奇科 よD作成












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































代 氏 名 従 至 在職年間 備 考
1 鎧島 作右衝門 享保 12年 元文元年 9 久世代官因州鳥取預
2 池田 喜八郎 元文元年 元文 2年 1
5 平岡 彦兵術 元文 2年 延享元年 7



































要償 5年 安値 6年
宝磨 6年 〝 7年
〝 7年 〟11年
l 〝11年 明和 5年
明和 5年 〝 6年
















〝 4年 〝 7年
0 7年 7月 孝和元年 6月
享和元年 文化 2年



























和元年 (1801)4月美作国 5郡 155か村総代の欺鹿部が出されているO結局,孝和








官は孝女郎彰を行なったことで知 られているU 久世町文化財目録には次の如 く記している〕














95年 も含めた今から約 5占0年前の店長 8年 (1603)初代忠政の創置把初せ少,255
年前の享保 12年この地が祐飯になるまで併せて 124年間御蔵があったO
代官所は久世駅肘大通 りの早川倹替殻地から南方水鞄に沿う周辺一席約 5,600坪で奉る
れ 今からさかのぼった24D年前阜保 12年 (1727)津山糖の作西 5万石の地が削
られ媒府直轄地となb,久世陣屋の創世から廃止した文化 14年(1816)まで 92年.
そのうち津山鮮預りの 7年を除いた 85年間,代官 22代で参ったU廃止の9.文政元年,
紺屋の曜造物を撤去したので参るが,.江戸鞍府代官政治の役庁の跡である.











町が1町 2段, 1段が 1段2畝となったので奉る.次の表は久世町の米の収楼高である｡
I有 価 弦所載 ;美 作 鏡享 保 2 年 実 作 鏡嘉 永 5 年 明治元年取調
多 田 村 251,900 2 7 5.75 6 津山領 275.028 *LU# 275.028
鍋 屋 村 115,500 15 5.50 8 I 157.408 // 157.408
中 島 村 85.500 25 8.18 8 〟 501.280 〟 501.280
久世山方村 l l.104.400′ 591.798 〝 599.575 〝 599.575久世原方村 899,854 〝 905.588 〝 905,588
三 坂 村 245,400 545.811 u 550.150 津山預 550,150
吉 尾 村 287.500 574.012 竜野領574.104 竜野領 574.104
惣 村 不 許 242.占70 勝山髄 242.占70 嘉島領 242.占70
草加部上村 ＼ 834.954 〝 594,749 〝 594.749
草加部下村 544.880ノ 竜即領 440,205 竜野領 440.205








久世地方に於て机 江戸末期5斗 5升鋲であったが乗除は筒 2分を減じて5斗 4升5合で
あったU今の栄町の役場の門のやや帝に納入門がを9.中国銀行の所に額出門,下町稲朋梅
野氏の辺に納米取立奉行出銭所があった.


























-万早川の莱家では,正昭が死んで後嗣がなかったので.明和 5年, 4月 1占日に宗家を
ついだ｡その後明和 占年正月に,御勘定と走って.天明元年 占月に至迄の 12年間は,内勤
として御勘定をつとめるのであるが,その間,財政土木上の貢献が大きく,特に牌東諸国の
河川=串に関して功労が多かったと言われている｡ これ比 後に,彼が,代官として久世に
あ一)たBS,吉井 ･旭 ･南条の 5つの川の治水に,その手腕が発揮されてVlるのである｡そ し
て,天明元年 (1781年 )6月には代官に任ぜらわたのであるが,彼の代官としての生睦
は三期にわけられる｡第-は.天明元年占月から,天明 7年 6月までの出羽尾花沢の代'g'と
して5万石を支配した時財で奉る｡第二期は,天明 7年(1787年)から寛政 12年 (
1800年 ＼までの久世笠岡の時期であるOそ して第三は,孝和元年(1801年 )5月か
ら武州(現在の東京都IF武威ur･)久音の時期である｡
- 72-

























































屯政 4年 (1792年 )正月に検挙された久世村原方の鉄五郎 ,利助,きう,ちよ,ふみ ,
ゆきの占名の賭博犯人についての処鐙にそれがみられる｡すなわち.鉄五郎は.首敵,手鎖 ･
追込o利助は牢奮 ｡きう,ちよ,ふみ ,ゆきは手紙 ･追込と決まD,更に.利助引受吉右衛
門.ちよ引受番兵軌 ふみ引受宙一助,ゆき引受茂雌等は｢平日申付不行届｣という理由で追



















天明 7年に久世に赴任した早川代官vj:.その年の 9月に次の様な｢村 心々得申吸｣を出し
た｡｢近年Ll作 二村津収納多分相淑頗聞此節ヨリ5ヶ年ノ間公耕 敢御倹約被仰出候依之村
心々得之極左二申渡シ 1.御年貢約万之森割賦相解次第日限無遅滞可相納S (後略) ｣
又,衝年貢削附帳 (福井氏穣 )の上では,前任者の万年七郎左衝門の時と全 く同じであって







































津山蕗で姓, 11月25日が徴相の期としていたが,この年は, 10月 15日と定められ
この間麦を植える串は,禁止されたO勘定奉行久保新平のきしがねで参ったが,この事から.
旗民の間では不穏を空気が折れはじめ,更に,五万石の滅封の番と来島 ･大庭の両郡がすで
に幕僚とを9,それに伴って買祖の増加があるとい う風説のため,ついに大願批 発展 したU
この騒動のため.津山稚士の出兵は8度にも及んでいる.
















年間で,最長いO年数が一般的に短かいのに帆 た くさん理由が参るが,畢軌 との地の治
めにくさにあって,そのため民政がまずくなって更迭されるので参ろうO参考のため,久世
倉敷 ,笠岡の代官につV,てそれぞれ在任年数の黄を下にをける｡
表 1 久世,倉敷 ,笠l叫代官在任年数表
年 数 久 世 l 食 敦 ~笠 岡
人 数 -割 合 ^ 故 割 合 人 前 !割 合
1 6 35,5% 18 18.996 15 51.7%
2 2 10.6 5 5.7 6 14.7
5 3 15_7 5 9.4 6 14.7
4 1 5,5 5 9.4 5 7.3
5 1 5.5 4 7.5 1 2.5
6 1 5.5 占 ll.5 0 0
7 口 0 4 7.5 2 4.8
8 2 10.6 4 7.5 5 12.2
9 2 10,占 2 5.8 1 2.5
1(】 0 8 1 1.9 □ 0
ll 0 0 1 1.9 1 2.5
12 8 0 1 1.9 0 0
15 0 □ 0 0 0 □
14 1 5.5 0 D 1 2.5
25 0 0 1 1.9 0 0

















夜い｡ 1年というのが,全体の 55%も奉って, 10年以上とVlうのは, 19人中で 1人で











｢大赦解 J(久世菊地氏疎 )というのは.寛政 7年 5月に執聾されたもので,内容は6つ
の項目にわけられていて,それぞれについて彼の考えが述べられている｡
第 1 孝版父母 第5 和韓郷里 第5 各安生理
第2 尊敬長上 第 4 翻 り子孫 第6 勿肘乍為
膚 目を見ても解る通D,対地社会の道徳について語っているo特に,両親への孝行.上と下
























































































































年の段階で帆 月に三度となっているOつま9年に 5 6度である｡この状態は,やがて村々
に教諭掛 .其他世静掛をおいて,儒者が年に一度の巡回教諭を行 う様にそるのであるれ は
っきりいつの頃か らとは言えないが,次の文から,だいたい寛政 5年前後の事と思われるO
｢莫作備中良支配所毎年検見財 寸の節坪苅様 (ツポカ リタメ)し相済仮後,ノト前えもの共へ
五常華道等の端々中細猶去秋巳来井野民次を以て教静いたさせ (後略 )｣ ∪ これは,寛政 6





政 11年(1799年 )5月の刊行たから,後の串でそるが,｢久世乗数｣とい うのは,早
川代官の手になるもので,｢つ らつらむかしを考え るの忙････.｣とい う響き出しではじまる




























後のものであろう｡ どの様を階層の人なのれ わからたいが,典学館の例 よ 9す る と,敬
翰掛というのそら.庄屋敵の人であると思われる.
さて ｢某寺｣を借受けて,捌いてVlた教鞄所比,先の有志達の希望で,寛政 7年(1795







? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ?















































期するため ｢助字取立｣｢雑説教集J ｢典芋虫式目｣｢縄席塊粂｣を定めたが, これらによ







久世町史 天領 (村上直筆) 民政資料早Jl代 官(花土文太郎掌 )
佃山県通史 早川代官(永山卯三郎事 )


















欽明天皇の時代(559年- 571年 ) ,｢大庭の辺 に白猪屯倉をかき,使臣自猪氏大庭










































































東低嵐 塩嵐 浜lg･屋 (旗,和泉崖と改むU )など- .をるいはそれらの家が分家 して
- 例えば,祭山家ユダ分家した柏屋.塚谷屋よb分家した山口屋など- ,したいに往
来解に家を構え,元練の頃まで把は,上町から下町に至る往来解の両側に町家がたち並ん
































村 名 石 高 戸 数 人 数
目 木 村 山 7.5石 110 占24
大 庭 村 655.4 67 554
上 河 内 村 1.734.7 262 1,072










































































備 前油 泰 醍
役所
福々在々

































- 不断例状箱御飛脚参 り候掛 ､暴夜.=不限刻付ヲ以継送申候






第二表 人 膚 貸 鎖 の 変 遷
年 産 伝 馬 ,人 足 増 淑 備 考
天 明 ものすこぶる多し〕以上 ことから賃銭値上がbがをつ
文化11(1814)安政 6 59 たことが予想されるo特に嘉永頃 よb｢銀相場下落,緒色格外之高値-相成殊ニ異国船渡来以後轍燭値段前代未聞之高値｣也o御足触 消波
元治 2(18占5) 78 54 5昏帖 歩増
慶応 乍18占8) 525 208 6億5割増
明治 2(18占9) 500 520 9倍増
明治 5(1870) dDD 584 11倍増















要 州 様 御 役 所
(景山家文啓 )
又,縦状箱の継送 りに関しては,入居賃銭の割増に伴 う値上りの他 状箱が多数来た場
合あるい帆 臥水大風などの韻書によ9.離 幾の値_上が りがあった場合などに も臨時の
値上け巌V,が出されている｡
乍恐 以寄 付奉風 上 候事 .
当辺之鼓去ル八月二十一日大風当洪水二御座候而往還薪前代未聞之大破二罷成JI比穣不






藍永五子年九月 久 世駅御 本 陣 景 山又八 郎
新 庄駅御 本 陣 佐藤六左街門
滞 口駅 御本陣 猶原伊左衡門
河 野 敢 様

























此夜子の刻,大庭部久世駅甚兵衛宅より出火｡町並 58軒,借家 2 1軒,土蔵木部屋等
都合 75軒妹失す0時に高田村塚谷富市髄 節門人歩 450人をひきい来て本陣を治め




















これを同じ中国山地の因州街道の用楓 哲乳 的帰の本陣 と比較 してみると第三表の如
くで奉るO
第三表
宿駅本陣名 '玄 間(農政)二づ 間 二ノ惜】三ノ間 四ノ間 五ノ間 !居 間 広 間 膳部屋!ナ ヤ
用 瀬 本陣 博 壁 喝 早 壁 些 ′ミ 2管主 5匝) F )
智 頭 本 陣 128 - 12 12 - - 12 50 4.5 -
駒 帰 本陣 - 8 - - 8 14 4.5 10ー5
凶みk:,これを東海道の本陣と比較 してみると第四表の如くであるO
宿駅本陣名 邸 内 総 坪 数 f 塵 数 間 数
秘瑠軽部家 (坪坪 ) 145 22問
金谷河村家 795 29間
金谷在塚衰 461.5 (畳数 ) 1daS丑 25問
掛川沢野家 約 545 20間
草酵田中家 1,SOD 59間















景 山 又 八 郎
華 州様御 役所 中 様
(景山家文事)
本陣側で帆 上記の史料の如く,宿泊請け負いの可能を日を5日程度脊き記して役所-











関四月 高 橋 塵 七
原 田 天平太
細 田 旅 次
武州品川駅よ9
伯 州柵口迄



















宿油人員 下 宿 屋 名 '宿泊人見 下宿 屋 名 1l宿泊人見I 下宿 屋 名
59 田中屋 右街門 12 三原屋七月駐韓門山口 ､ 9 かじや
15 田中屋 左衝門 8 5
94 屋彦兵術村田庭備前和河内鮭 lI一久米 1田の相星かじや藤吉 874 15ll8D6
45 4 山口屋久* 栄助 97占
46810a2 487510a6ll 久米屋共助頼子 蓋I i≡ ad95109482












































久世駅御本陣 象山 又八 郎
鼻永五年九月
阿 部 蔵 株




















































景 山 又 八 郎 ⑳
永 岡 平 作 様
原 田 覚左蘇門様
(景山家文書)



































享保 14年 (1729)vc紫山家が太陣となb本格的な宿場町として発展 していくか,











































契約,貸借にいたるまで村全体の名で行なわれた｡領主は,郡代 ･郡 (こおり)奉行 ･郡
目付 ･郡代官などを任命して村々を上から支配,統制したが,又,農民の中から村役人を
遜任して上からの支配を徹底させるとともに,葱かば自治的に村の政治を寅任をもって担
当させたo広い意味での村役人には次のようなものがある.大庄屋 ･庄屋 (名主 )･組頭










は,寛永 2年 (1占25)51人の大庄屋が任命され,俸米 8石を支給され,か上そ5.000
▲れ
石の地(何 蝕々という)を管拍したが松平氏時代 (10万石に減封)になって 21人(年




































1･ 埠,川除.紬:荏,嵐 株制 ､破の時価復を加ふべし.若し大雨洪水にて大破vc及び田
畑作毛損失致す時は困窮の韮なれば庄屋.恩恵常 々心を付 くべ Ln 若 し大破之れ有 b普
請申出づるに於では大庄屋中庄屋,吟味をとげ申出づべき串｡














久世町にある久世町絵図の中で一番古いのが鳩山太郎氏所蔵 ･享保 7年 (1722)の久
世町絵図である.この絵図をみると出雲街道沿いにぎっLDと案が並んで卦b町はできあが
っているo菊池鷹太郎氏によると久世は天正の中頃から町ができ始めたが,それ以In7Jには.
享保 7年 (1722)の絵図に地子屈のものとしるされているが,それら地子居のもの (計
1 6軒 )が住んでいたようである.それから,新家(屋号仕坪屋,久米郡久米町の坪井から
くる.久世で一番古い,早い庄屋 )丸屋 (和泉の堺から笹長 18年 22オでくる.扶山師 )'
頓谷屋 (苫田郡鏡野町頓谷から元卸か寛永にでてくる),泉尾をどが他所 よb入ってきて久
世の町ができていくのである｡
福井家所蔵の文政 12年 (1829)9月 24日から天保 10年(1859)2月27日
の間に作成された久世町絵図をみると小道にYFTlっても家が並び町家の数は大へん増えている0

















第 1衰 博 労 宿 一 覧 表
屋 号 備 考 屋 号 備 考









第 2表 博 労 問 屋 と 得 意 先
大 庭 屋 備中,中でも上肩部の売手多 Ld
久 世 屋 他県から異hK来る者多Lo
南 中 屋 旭川沿いからの異字多Lo
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ロ)開市の梯子と特徴
久世は明治 15年VCは5月(春市 )と9月 (秋市 )に市が開かれ,売只東萩は牛 1･000･
馬 200で出等,伯者,因幡の牛せ一塊 tD,販路姓実作,播#,備 可,備中,於肢,阿波･
摂津,大和で,手数料 1薪につき8鎖であったO(且務栃末第4巻)
開市孝軌 市の名称と取引牛を模式化すると次のようになる｡
市の季鮪 .名称 商 簡 特色ある取引牛の聯 特別の呼称
秋 市 (冨冨軌 間
成 牡 東 牛
成 牡 西 牛
春 市 (:志苧芸霊部 主として明け の牝 鍬 牛
(1) 秋 市
久世牛市の中心を夜ナのは秋市である｡久世の秋市は,歌内への来年 (牡の成牛 )供給





2年(1862)4月印 大和盛は 市に送られた牡牛は 15順 にのぼっていたという｡










11月20日二咽 22 25 24 25 26 27 28 29 50 12月15日



















































































久世村山方茶業穣審上帳 (天保 15寅年 (1842))の中vrJd,茶屋′｣＼商ひをしている者


























1 近世の農業 と姓氏層 の分解





参 考 文 献
｢日本経済史大系｣ 5 東京大畠出版会
｢岡山藩'｣ 谷 口澄夫 著



















高 ー 内 残 i軒 数 -宜 -.-｢皆 膏十 午 l 馬 鉄砲
目木村 87否.i.潤 ,5.i.13.g ,否.%.q.%I .5罰 人284 261 545 75 1 12
大庭村 854.7.7.7I167.5.1.5 占占7 .4.占 ｡2 占2 151 128 279 59 5
中島叫 ,0..2.R.0●,52.0.9.dh .9...8.4 . 52 占8 70 158 ll 5 0
次に一村に於ける個々の家族の持高,男女の数等については,文政 11年成年 4月の ｢大庭郡
鍋屋村御仕置 5人組.M り帳｣ (福嶋家蔵)によって知ることが出来るo
高 外 男 女 計 午 局
伝 蕨 1不.ftfF.6合 亨.,itF.6% 4人 √ 10人 辿ー1
熊次郎 ll.9.7.7 5'5.1.4 2 1 5 1
与之助 0.7.0.2 2 1 5
さ ん 触 高 . Ho l 1
兵 蔵 1.5'9.7 1.6.9.4I 4 1 5 1
乎平治 2.2.0.7 1 8.1.4.7 l 2 2 l 4 1 1
佐 平 5●5.0.7 8.0.5.2 2 8 10 2
. 忠 萩 0.8●占.5 ロ.4.8.4 4 8 10 1
音五郎 無 高 l l 2
親兵衛 無 高 5 5 占
利 富 0'2'1'5 t 5 5 8
7 1.2｡U.4 2.1.0●0 ロ 1 1
麟 蔵 1.5.9.8 2 1 5
市 松 0-8.U.A I ･2.2.8.4 l l 2
六治郎 撫 高 l】 1 0 1
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更に細分化 して同村の伝蔵の家族捕成について図示すれば下記のように浸るo
(伝 蔵 の 家 族 柵 成)
下 男 娘叫 i iiii





婚 もしていをい｡尚当村では 15軒の内 1帝だけしか下人を持っていない｡
17世紀後半の農民生活の例 として
(家族人数) 5 人 ･ 馬 1 帝
(経営面耕) 田 5反
畑 5反 f 計 , 町 歩
(収 入 徽) 米 7.5石 雑穀 1 5石 計 22.5石
(支 出) 食 費 1 2･D石














次に天保 11年の ｢持高 2U石以上の名寄帳｣ (福島家茂)によれば,集計すると次のような
表になる.
(持高 2 0石以上 の もの )
天保 11年
2Tk ＼雪目木村 世原方 台金屋村 大庭村 中島村 久世1山方 備 考
20～50石 - - - Il250-は大庄屋 1
50～ 40 - - -
40′ー 50 - 丁
50- 4 0 -
占0～ 70














忘孟＼ J 実 数 構成比率




















-高 5占9石 1斗 9合
比択 528石 1斗 9合
田高 高 41石 2斗 9升 1合 年 引
内高 5石 4斗 占合 連引
高 20石 7斗 8升 皆無引
残高 255石 5斗 9升 8合 5毛
比取米 144石 5斗 4升 1合
畑高 248石 2斗 5升 5合 5毛
有 81石 7斗 2升 8合 年引
内高 2石 2斗 9升 占合 連引
高 5斗 8升 9合 当用引
残 高 1占5石 8斗 2升 5毛
比取米 80石 5斗 d升 7合
右 同 断
高 22石 占斗 8升 1合 同所新田
比 訳
田 高 8石 占斗 1升 9合 5




残 高 7石 9斗





残 高 15石 1斗
取 米 4石 9斗
高 15石

























































-, 米 5石 1斗 4升 三舎 国米
p(米 245石 2斗 王升 9合
内
米 4石 9斗 5升 ○○村之何年当米引
穿 米 240石 2斗 8升 9合
外
-, 米 4石 1斗 9升 7合 糖茶代
-, 銀 28匁 5分 林山遇上
-.同 10匁 猟師鉄砲遡上
-, 同 1匁 9厘 5毛 包藤
一, 同 5匁 5分 9厘 d毛 1石に付戯 占0日
米 241石 1斗 8升 占合
納合 銀 42匁 9分 5厘 1毛
右之適当印御成箇相究上着村中大小之首姓不残の金無頼連致割付定日之通急度司皆済者也
駁応 5年卯年 18月 字 詮 之 進 ○印
席 兼 次 郎 ○
小豆島御用
長 康 之 助
西 稀 五 郎
樹 良 之 助




渡 恭 助 ○
江戸御用




同 量 男 ○
皆 済 日 銀 慶応 5年
高 599石 5斗 7升 5合
一,米 240石 2斗 8升 9合
一,同 4石 1斗 9升 7合
一,銀 2占匁 5分
-,同 10匁
-,同 1匁 9厘 5毛
-,同 5匁 5分 9厘 占毛
-,大豆 17石 9斗 8升 7合 5
大豆 5石 9 ･ 9 ･ 5 ･ 7








大豆 11石 9 ･ 9 ･ 5 ･ 9 ･ 6
-.米 6石 5斗 9升 5合 諸請米
元 860日酉 よb来年迄 10年払
銀札 8占匁御代官付返納
元 12石 d ･9･5着当卯年よbO 迄 10年弘
一, 米 1石 2 1 4 ･9･5 上同断
合 米 252石 5斗 5升 5合
大豆 11石 9斗 9升 1合 A･占
銀 42匁 9分 9厘 5毛
銀札 2貰 700匁 2分 5厘 2毛
内 払



















米 258石 5斗 9升 8合 9
大豆 11石 9斗 9升 1合 4･占
銀 42匁 9分 9厘 5毛
銀札 21‡ 800匁 2分 5厘 2毛
右之適当印御成箇米銀大豆消払皆済月食仕上申俵御座屑以上
久 世 村 山 方 庄 屋 守 助 ○
彪応5年卯年 12月
右之通引渡御勘定仕上申候届相違触御座候 以上
卯年 12月 中 庄 屋 種 村 福島専任エP東〕
右之通相遠軽御座候に付奥甘仕節上申候 以上
卯年 12月 大 庄 屋
御代官所
右相違無之者也












































































慶長 12年 (1占07) 9月洪水 東応 5年 (1ム54) 7月洪水,延宝元年 (16
75)洪水,高El川,木川水道大に変ず.元録 15年 (1702) 7月大風洪水.宝永
7年 (1710)8月大地霞.享保元年 (1716)飢臥 享保 7年 (1722)大風
洪水,同年9月 (1724)大風洪水.同 10年 (1725)大草,同16年 (1751)
-127-
大風供水,元文元年 (1756) 5月洪水, 同 4年 (1740) 8月大風洪水,宝暦
6年 (1756) 9月大風雨,明和占年 (1769) 6月供水,同8年 (1771)大
早,天明5年 (1785) 8月洪水,同6年 (1786) 8月洪水,寛政4 (1792)
年 7月大風雨,同7年 (1801) 8月洪水,文化 5年 (1806)大草,文政 5年
(1822)大風雨,同11年 (1E128) 占月大風雨,同12年 (1829)大風雨
弟永 5年 (1852) 8月洪水,安政元年 (1854)地歴となってL^る｡
徳川250年間に真庭郡内だけで25回,特に享保年間以後は,激しく幕末までの15





































































































































西 歴 年 次 支酉己関係 発 生 地 域 原 因 . 結 果 . そ の他
1605 慶長 8 津山藩 巣作各地 T森氏入国に軌 未発踊 る(浪人-4 )
1604頃 座長年間 〟 〟 集城夫役と検地に反対
1675 延宝元 〟 勝南掛 ヒ両郡 五和,逃散 し要凍入れられるo
1685 月享 2 〟 東南条郡川崎村 村落移転に反対,成功せず
1698 元録 11.lll 〟 東北条 .東南粂西集 西条詩郡 我法改正反乱 不成功で主謀者8^ 析卵
1726 享保 11.5 天 領 勝南郡 凶作
1726～ 7 享保 11,ll′､.12 TF *LU* 全領土 山中一群 ((4) 項)
1759 元文 4正 天 領 塗慧 髭 腐 鰻催救助米の要求
〟 N 4.5 〝 勝北 .青野両郡 〟 (非人騒動)
1747 延享 4.令 〟 勝南郡爾葡柑 納税困灘で逃散
1785 天明 5.5 *tlS 津山城下及久米北条.久米南東郡 米価勝仁で打ちこわし
1786 〝 6.12 〟 津山付近 不 承
1798 寛政10.6 天 領l 美作全 天領228ケ村 哉制改革に反対,越折 (寛政国訴)
1815 文化 10.j1～旧小田原.倭 久米北条 西川陣屋の廃止及び大阪ft酢 ⊃遍務を零南条両部 釆地所
1825 文政 8.12 莫作各地 牌 と掃磨平福認 諾 % 5)ゆ& )b J うちこわし
1827 文政 10 勝北勝南面郡ほか四部 不作,暴動
〟 〟 条f;T :号豊 〝 〝
1855 天保 4 浄山帝 凶作の為,免租を要求,強訴
1866 庭応2.ll 〟l 全領土 蔽応師 (若しくは改正-挟 ((6) 項)
〟 腔応 2-.11i天 領I 勝1ヒ郡 戯 溜 人夫摘 入欄 の劉bあてに
〟 l 〟 竜野藩頚 所 勝 南l久米 条両部 強訴
〟 慶応 2.12 津山席 西 条大庭両部各地 強訴



































































しかし,この厨批 山中の村 へ々叩こえ,尭鵬郡塊 牧村 偶 湯原町牧)の池田徳右稀門
































I.此度惣百姓中 エ b厨之通 b致衆 知候 我等も安堵申候 以上｡







































□ 了-r '/＼､療 景














軒 IL /T ～ノ
､ヽk lL.q
















弥治郎などを呼び出そうとするが,三景,小壷谷の百姓遷 500- A00人は鉄砲 500挺.






枚 に^足塵 140人 (鉄砲持ち).拘箇








































表 5) LU中一鞍泣牡者 (斬罪,際などの死罪者のみ)の故と村
現在 町村 名 江 戸代村 名 人 数
川 上 村 筒 井 和文茅 部笠 木 分 20人 ′2 ,T 25人1 5
揚 原 町 価 5 1
茅 乗吹 I1 7- , 1
田 口 2･ ト1 ノ
美 甘 村 鉄 山
み かも 莫 甘
新 庄 村 新 庄 4 ) 4
l落 合 町 ! 章 票 上 目 ｢
久 世 町 檀 I 2
山 久 世 1 ) 5
八 束 村 下 見 1
中 福 田 1 ) 2
宮 村 河 内宙 東 谷 1 ー 2
勝 山 町 見 尾 7 1 ) 1










































































へ 貴 広 軌 訴 (改正一 挺)







さて.その翌 年々の巌応2年 (18i6) 12月には.明治維新を目前に撞えて.との幽応強






この敦訴に及んだのは.主に怒尾 (久世).草加部 (久世)栗原 (蘇原),中村 (美甘)の
四ケ村で.久世出民の想田ぶDがわかる.雷取となったのは.雷電が姓尾長平,藤本勘二郎.
草加部が国書,中村が奥沢判断 正木洩太郎.行重村が猪首 (若しくは≠直吉 〝)らであるo
この経過は腿応2年 11月24日.束北条郡行立村 (硯苫田郡加茂町行重)の猫舌.夷代戟
らが発起人となって蜂起し.'J､中原村の酒屋を軽い加茂川を-Fbをがら罷邑を厨赦してV>たこ








































〔参考 文献及 び資史 料 〕
｢首姓一一摂の研究｣ 鼎 正 遁 著










谷 口 澄 夫 監修







第 7章 近 代 化 へ の 胎動
1.封建制度の崩壊と近代化
ィ.封建的諸制限の解体
明治維新の変革殊程を通して対極的那 l脚 ㌢帯休し,餅 の近代化のための諸条件が促進
整備された.まず第-VC･矧 儒群別下の士虹 商の身分原則とそれVC伴う諸制限の解体が
















壬 申 地 券 地 租 改 正 増 減
坪 敢 608,占88坪 629.072坪 20.585坪増
地 価 19占.427円 407,555円 211,115円増





ロ.層 別 解 体
-147-





















十三級ク '^ 〝 ',A,
十四級 /^,/ 三拾俵
醸代足軽 現米 四石二人口


























































































吉 尾 村 十一年十一月二十七日中付
十六年二月十五日原職
妹 尾 胎 作
久 世 村 十一年十一月二十八日中付
十六年-月三十日転大庭郡前記
横 山 俊治郎
銅 崖 村 十一毎十一月二十八日申付
十三年二月十二日依罷免碑
景 山 寛 一
三 坂 村 十一年十一月二十八日中付
十六年一月三十日転大庭郡番配
福 井 威一郎
多 田 村 十一年十一月二十八日申付
十六年二月十五日罷職
村 田 谷 連
中 島 村 十一生1- 月二十八日申付
十六年二月十五日原職
国 米 寿 弁
山久世村 十一年十一月二十/'＼日中付
十六年二月十五日廃職







































○ 修 道 館(初名学問所)
西北条郡津山山下に在D.明和二年開館,明治初年通学生三百人.寄宿生六十ノ㌔
○ 明 普 館 (初名学問所 )
寅島郡高田村に在b.明治元年の開館,学制頒布当時の生徒官三十人｡
二､私 塾
○ 明 尊 顔 (勝山浮立 )
東岸部面田村.明治元年,漢学.範適詩文.男十四人｡
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○ 明 親 舘 大 月 圭 一
大庭郡膏金屋村.明治三年-明治五年 漢学･隻iE,男三十人｡
○ 風 気 塾 南 条 軟一郎
大庭郡久世村.文久元年-明治五年.読書 ･井術･習字,男八十五人 ･女三十三人｡
○ 今 井 敬 戒
大庭郡久世村,文久元年-明治元年,寄道 ･統執 男十九 ･女十三人o
O 島 崎 栄 助
大庭郡上河内村,文久元年-明治元年.亜道 .続審.男十五八･女五人｡
○ 安 住 快 寛
大庭郡上河内札 鍵応元年-明治五弔 車道 .玩事.男二十五人 女八人o
O 谷 口 九 郎
大庭郡中河内枯 為永三年-明治五年,亜道就苛,男二十人.女五人｡





○ 真 島 郡 三 浦 直太郎
真島部草加部村,吐応三年-明治四屯 習字,男十四名･女六名o
O 大 庭 郡
貴 LJ 敬 行
大屋部久世村,慶応三年-明治四屯 習字,男十五名 ･女二十名｡
山 野 定 着
大腰郡久世村.文久元年→明治五年,習字.男二十名 .女七名｡
香 濯 塾 平 田 勃
久世村,明治五年習字.男二十八名 ･女十九名｡
有 元 桝 斉
E]木村,嘉永元年-明治五年.習字.男四十五名 ･女五名o




との葦に関して払 主として久世町郡上史家菊池鷹太郎氏か らの聞き取 9駒査であるo
-155-





































原方村 莫見守助 (胡臣夷見家 )















｡ 明治5年,初めて各区の戸長が集 って,水利物産執 総ての管内一般の輿利吏張 を囲る
ための会議を閃き,その後毎月2回の関金を行ったQ
o 明治 占年8月 28日管内の5 9区を 19区に区分し19会所を設思して.従来の正副戸
長を原止 L.各会開こ戸長,El伊具 女腹き.同年 9凡 同村に用掛をおいた｡この時.久
世村には第 17番会所がおかれたo
o 明治 7年 5月 25日,従前の正副戸長を展止 し.細中に声長 (準等外 4等出仕 )2占名.








小 野 立 証





区 長 但し当時 7名 14等准席






れ 今後の詮謎によって,反別.人数 などの広狭を平均して,-会所につき. 4人 よb多
く, 10人よb少くしたO
但 し明治8年 1月には伝達した区商海退の岱者潜入について他克止 されたo






第 15番会議所 久世村. 54区. 55区
副区長 美 見 孝 治
明治 9年占月2dEl.詮議の括果.軌及掛声長の外は正副戸長は総て解職した｡





区 長 準 14等 月給弐拾円




酌 む',t'に使 っていか ことを知らせるo又夕日"f5長の物情を監視 し･見状するととがで
奉る｡




審役 (月給 ^円上b多からず,弐円上b少食からず )
1役場内 750戸以下のところは 1負を偉さ, 751戸以上 1.500戸までは2負をかき.
1500戸以上のところは 500戸毎に 1月を増加することができる｡又500戸に満た
をh時も半数にたれは 1員を増加することができるOもっとも適宜減少 していくのは よい｡
いつも役場に出動して,戸長.臥戸長の指揮を受け.隼算に従申 し,諸帝冊を亜理し,演
則集例等は分類筋暮 して参照するとき便弄姫)よいように しておくことo
FBll戸長 準等外 S等, 4等 月給 4円よ.h多から+. 1円 50戟 よb少なからず
1村一員を磁 くことにする｡ 50戸以下の小村は2カ村以上を合せで一月をかいてよレヽ
15D戸以下は一見 151戸以上 500戸まで比 2月, 581戸以上は 5員とするO市




盲 屋 村 明治 10年 11月9日申付.明治 11年 11月 27日簾瀬
副戸長 妹 尾 治 作
惣 村 明治 10年 11月 9日申付.明治 1l守 l1月 27日展聴
副戸長 三 浦 直太郎
神 村 明治 10年 11月9日申付
草加苦附 明治 11年 11月27日露耽 副戸長 藤 本 辰五郎
久 世 村 明治 10年 11月8日申付 明治 11年9月28日廃瀬
戸 長 福 井 畳一郎
明治10年 11月8日申付 明治 11年9月20白帯耕
戸 長 東 山 敏 行
余野上村 明治 11年 11月9日申付 明治 11年 11月28日原職
甜l戸長 新 見 彦 助
東野下村 明治 10年 11月 9日申付 明治 11年 11月28日簾峨
郡戸長 赤 木 寿 平
目 木 村 明治10年11月 9E]申付 明治 11年 11月28日原瀬
蔚1戸長 福 島 九平次
三 峠 村 明治 10年 11月 9日申付 明治 11年 11月 28日廃俄
尉l戸長 金 田 弘 最
中 島 村 明治 10年 11月 9日中村
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台金屋村 明治 11年 11月2 8日原職
多 田 村 明治 11年 11月 28日原職
鍋 屋 村 明治 1 1年5月 9日依願免職
鍋 屋 村 明治 10年 11月9日申付
多 田 村 明治 10年 11月9日申付,
三 坂 村 明治 10年1 1月 9日申付
LIL戸長 園 米 秀 賢
副戸長 国 米 秀 賢
副戸長 国 米 作次郎
明治 11年 11月2 8日廃城
副戸長 景 山 寛 一
HJrj治 11年 11月 2 8日廃城
El戸長 村 田 年 造
明治 11年 5月9日免職
圃】戸長 横 山 俊治郎
明治11年5月 9日申付 明治1 1庄 9月 19日依願免職
副戸長 岡 田 九 平
明治 11年9月 19日兼務中村.明治 11年 11月 2 8日罪取
掛戸長 福 井 貞一郎
山久世村 明治 10年 11月9日申付,明治 11年11月28日廃職
副戸長 二 司 代 作
久 世 村 明治 10年 1 1月 9日申付 明治 11年 1月 26日依軒免職
副戸長 横 山 重 蔵
7 5人
明治 11年5月 9日申付.明治 11年9月 19日三坂村乗務申付 明治 1 1
年 9月20日廃磯 副声長 福 井 貞一郎
久 世 村 明治 10年 11月8日申付.明治 11年9月20日原職




は解職 し,町村の大小に応じて適宜数力村町長に戸長 1名 (戸長は県令の知事が選任し,







o 久世村,中島村をもって 1戸長役場をおくO殻格技久世村にあD.戸長は明治 16年
よb 19年まで反山敬行であったが後は不明である｡
o 草加部札 神柑 惣札 富尾村をもって1声漫役場をかいた｡役場は草加部にあ17,
戸長は明治16年よb三浦直太臥 明治 17年エb明治 19年まで岩田治郎術,明治19
年よ920年まで八木近平,明治 20年上b明治22年まで田中元であった｡
世村.久世村をもって久世付と堰き.草加部村.惣村.宮尾村,神村を以て川南村とL穴io
o 明治29年2月 25日.久世村町制を施行 して.久世町となったo
o 明治 54年 4月 1日,山久世は久世町上か卦離したo
















まれ.ておD.決して完全な単組 と結わえない｡ このことは ｢学制｣の性格を鵬逃し
て注目すべきことの一つである｡
･ 授業料については.大学校比 1月7円5 0鏡を原則とし,ほかに 6円, 4円を哲め













1. 遷喬小学校--明治 7年の創立T.明治 58年 7月久世町大字久世字鍋屋に新築を
はじめ. 40年7月20日落成と同時にここに移った｡当時数量に余裕があったので
旭麻布等小学鼠 旭陽典薬補習単軌 および久世女学校を本校内に収容した｡明治41
年.実務教育年限の延長の級 2学報を増加し. 10学紋とした0 45GE5月旭陽
高等小学校を分離し,同年4月よ郎看箪科を併置して. 5学級を増した｡ 44年 4月






ま 育英小学校･.･･明治 7年 10月,憩と吉尾が合併して開いた｡





校と改称 したC同 2占年9月再び米来尋常/｣､学鮫と改払 2学級に締成した｡ 25年
10月校舎が新築され 55年 4月 5学級に増加したが, 57年再び旧に復し, 2学




に締成した. 44年 5月5ヶ年竜虎の実菓補習学校を附設し,大正 7年9月高等科を
2学級とし.大正 8年4月附投棄薬師習学校を附設し.農業柿習学校と改めた0
71 余野卑常′ト学校･- 明治7年隆盛小学校を余野下村に設立し.余野上枯 余野下村
を通学区城とした｡同 9年校舎を余野下村に移した｡そして明治24年に樫野村尋常
樫野小学校の支較となD.更に 27年独立し.旧名に 上って隆盛最常′J､学校と称し,
41年美和村立米来尋常小学校の分教場とを9.余野下分納 と称 したo明治 42年
--1占0-
独立 して現名称に改め･ 2学級耶成 とした○明治45年には校舎が増築した｡
81樫邑尋常小学校--明治8年 2月大庭部埋村東谷及び西谷を通学区域とし,捷緊村
善住専本殿を仮校舎として開枚した勝者小学校の後である｡それ以後幾多の変遷があ











ノ串-候｣と輸達 し.丑 9年 1月 51日に学令児童の就学を促す一面,その 4月 1日に













ヨ7) 14年二重ル8カ年ヲ以テ学期 トス｣而も｢凡児童学令期間少クトモ 1占カ月ノ､普
通教育7受クベン｣又は ｢公立小学校二於テ-8ヶ年ヲ以テ学期 トス,土地ノ便宜こヨ
1)チ-比学期ヲ腐ムルコト得ベシト錐%, 4ヶ年ヨリ短クスルベカラJ^o比 4ケ年間二
毎年授業スルコト必ズ4ケ月以上クルベシ｣ とか,あるいは ｢学校二人ラズ ト錐モ別二
普通教育ヲ受クルノ速了ルキノ-就学 卜者倣スベシ｣と定められて卦D ,その他教員の
資格は原則としては師範学校卒業者であるが,年令 18オ以上で.教月に相応する学力
のあるものは男女共教具にをD得 るととになった｡そして文部省は里 15年 12月 28
日 ｢教育令｣公布後の実状に雀み ｢改正教育令｣を公布した｡改正教育令の要旨は,公
立学校,幼稚見,寄港虎等の投思廃止等に関して,その府県に係 るものは文部郷の記可






種 別 人 口 i学令人見 学令就学 学 令不 就学
数 男女 工 こ;26:; 17,5?8 10,958 占.占占815.940 l 5.587 10.555
苛 別 占歳以下就学生徒 14歳らし上就学生徒
政 男 169 715
明治 18年 岡山県学卒統 計-JE (莫作国)
種 別 l小 学 教 月 小 学 補 助 負 中 学 散 見
-数 男女 412 118 8- - -
称 別 巨J､学 生 徒 中 学 生 徒 l小 学 絞 中 学 掠
数 男 ll.492 77 177 -
岡山県学事統計一覧 (美作国)を参考にして明治 10年と明治 18年の就学状況を比































｡ 明 栽 館･.･･台金屋村に明治 5年間柔さn,明治 5年廃寮に浸った.学科は漢
学,隼道で生徒は男子 30人,教師は平民の大月圭一であった.





o 寺 小 屋
造,下村義一であ-,た｢
寺 小 屋 一 覧 表
名 称 学科 旧官柏 所在地 #l # 閉 業 生 徒 身分 教 師 名
前年畳 習字 津山領 僅西村 明治元環 明治 5年 男 8人女 2 虚民 中江僧蔵
風気敷 習字 / 久世村 文久2年 明治 5年 男 85人女5 平民 南条 歓
習字 / 〟 文久 5年 明治元年 男 19人女 5 商 今井故殺
〟 〟 /J 慶応5年 明櫓 4匂三 男 15人女 20 〟 潜山敏行
〟 〟 J> 文久元年 明治 5年 男20人女 7 神官 小野定甚
〟 〟 〟 明治元年 明治5年 男2 8人女 19 商 平田 勤














1･ 秀 美 学 舎･-･勝山町に明治 28年辿てらILた｡教師は神崎竹代,小松鉄一郎
であったC
2.長 谷 川学 校--勝山町三田に明冶 29年建てられたo教師は小松鉄一郎,布田
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典萄などであった｡
主 薬 王 子 学 校･･.･久脚丁に明治 51噸 てられたo教師は岡本滋航,小松鉄一郎
など｡
4･国 米 女 学 校･.-久世町栄町に明治 54年建てられた｡







美甘札 新庄村,中和付,議原村や更に水乳 上水乱 償部村
を越えて有浜村からも入学者があって,久世には多くの学生が
換った｡




























第 8葦 交 通 の発 達 と変 遷
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_ 御新預村 商々之藤,久世村原方町皿諸藩 綿場湯泉場小商ひ之轟者仕来之通産免し･其列村
々之義者俵物反物古手贋物之薪取扱之商ひ,値鞘乳 炭新井外諸晶見張船放之商ひ,出馬商
之類其他所 之々商ひ可放生免御領円出職以為 し 等一切差軌 縦令自身仕出し品たD共舟












紘,津山城下以夕は 禁止されていた繰稲荷 舟疎みが右村方町並K限9許されている｡但 し,右
























貞享四(1a8 7)の垂水村の定 (｢美作勝山藩志欄｣所収 )には ｢当村エ9備前の国岡山
迄川船一視に付,銀子二十二匁に相定め - ･｣とらD,久世-岡山間は二十四匁とある｡又



































































三ツ判 十四 匪 四 庶 西 行
十二 度 克 行
ニッ判 十四 度 十一度慶 西 行





































































































常 山 又 八 郎
河 野 架 蔵 様
原 田 定 市 様
と断むきを出しておD.そして.御状箱を′｣､川へ博 した理由を
六月 廿二日 早々.御状箱持出し.久世町エケ廿町程国字黒尾東添石橋之処を通b懸け候所.
面林不存もの〇日二牛を追通b候二付.声を懸け候処.先方もよケ県債場合.如何之沓故.大
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